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審査の経緯 









 1．学位審査請求論文の題目と目次案 1部 
 2．アピール文 1部 
 3．既発表論文 各 1部 




5月 19日 第 5回国文学専攻会議 
主査と副査を決定する。 
   主査：佐藤 悟 
   副査：牧野 和夫 
   副査：湯浅 茂雄 
    9月 30日 申請者より博士学位請求論文予備論文が提出される。 
    10月 23日 博士学位請求論文予備論文公開審査会が行われる。 








     1月 30日 
 
申請者より、実践女子大学学位規則第 3 条 1 項に基づき、学位請求
論文の論文審査の請求がある。 
       2月 11日 博士学位請求論文公開審査会 









 博士学位授与の申請取扱内規第 3 条 1 項に基づく学長からの諮問 
を受け、当該申請の受理を決定。同内規第 4 条と第 5 条に基づく学
長からの付託により、審査委員会の設置を決定。 
 ［学位論文審査委員会］ 
   主査：佐藤 悟 
   副査：牧野 和夫 
   副査：湯浅 茂雄 




        3月 7日 
 
第 12回文学研究科委員会 
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論文要旨  




































































  第一章 明治政府の国民教化政策と教導職 
  第二章 三森幹雄と俳諧明倫講社 
  第三章 俳諧明倫講社の勢力圏 
  第四章 俳諧明倫講社の出版活動 
第Ⅱ部 其角堂永機 
  第一章 其角堂永機の俳諧活動―幕末維新期編 
  第二章 其角堂永機の俳諧活動―明治期編 
  第三章 其角堂永機の交友圏―細木香以 
  第四章 其角堂永機の交友圏―金屋竺仙・馬十連 
第Ⅲ部 正岡子規と旧派宗匠 
  第一章 芭蕉二百回忌をめぐる俳壇の動き 
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  第二章 子規の蕪村傾倒 
第Ⅳ部 改暦・文明開化と明治俳壇 
  第一章 改暦による季の問題 
  第二章 旧派類題句集の季の扱いと新題 
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